
カラーユニバーサルデザインについて
・NPO法人カラーユニバーサルデザイン機構が作った名称
色の見え方が一般と異なる（先天的な色覚異常、白内障、緑内障など） 
人にも情報がきちんと伝わるよう、色使いに配慮したデザインのこと
を言います (一般名称 カラーユニバーサルデザイン )

カラーユニバーサルデザインの 3 つのポイント
● できるだけ多くの人に見分けやすい配色を選ぶ。
・色を変える
・色の濃淡・明暗の差（コントラスト）をつける

● 色を見分けにくい人にも情報が伝わるようにする。
・形を変える
・ハッチング（模様）をつける
・文字や線を太くする

● 色の名前を用いたコミュニケーションを可能にする。
・申請用紙の色分け
・バスの路線図の色分け
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足立区では、平成18年度にわかりやすい印刷物を作るために、「ユニバーサルデザインに配慮した
印刷物ガイドライン」を作成　→　この取組を推進するため、色の見え方の多様性に着目し、印刷
物に限らず、職員が日常業務を行ううえで、必要な知識や具体的な改善例をまとめたものが、
「カラーユニバーサルデザインガイドライン」

※６ 足立区公共施設等整備基準
足立区ユニバーサルデザインのまちづくり条例に基づき、公共施設等の
事業を行う者に対する指導、助言等に関し必要な事項を定めた基準

※7 足立区公共建築物整備基準
「ユニバーサルデザイン」、「安全・安心」、「環境 (地球温暖化 )」、「景観」、
「みどり」について、足立区立の公共建築物に求められる水準及びこれ
を確保するために必要な事項を定めた基準

高木だいすけの提言
誰もが住みやすい佐倉市の実現に向け、現在、各課で進めているユニバー
サルデザインの中に、色についても配慮した取組みを、市民・業者・関
係団体等と連携し推進することを要望する。

足立区の取組み

出典：NPO法人 カラーユニバーサルデザイン機構 (CUDO)/ カラーユニバーサルデザインガイドライン

出典：足立区ユニバーサル
　　　デザイン推進計画
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色の名前を用いたコミュニケーションを意識する・・・

◇見分けにくい色の例

文字の色と背景の色が見分けに

くい色の組合せ（例えば赤と緑）

になっている、または明暗の差が

ないと文字が読みにくい、または

文字が書かれていることに気づか

ないといった問題が起きます。

例：テレビのリモコン
ポイントは“色名を表示する”です。



ヤード対策について

佐倉市のヤード数は全国でもトップクラス

ヤードとは？→ 周囲が鉄壁等で囲まれた作業場等であって、海外
への輸出等を目的として、自動車等の解体、コンテナ詰め等の作業
のために使用していると認められる施設をいいます。

１位：
千葉県
２４％
510ヶ所

全国のヤード数
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千葉県警察ホームページより

千葉県内のヤード数

１位：
印旛地域
69％
354ヶ所

２位：
佐倉市
35％
123ヶ所

印旛地域のヤード数

1 位：
四街道市
131 ヶ所

佐倉市内のヤードを把握・管理するために必要なこと

平成27年4月
ヤード適正化条例 制定

千葉県民の皆様の生活
環境を保全し、平穏な
生活を確保するための
条例

・ヤード経営者へのヤード適正化条例の周知
・佐倉市内にヤードが多い理由を知る
　

・ヤードの実態を正確に把握する

・外国人経営者とのコミュニケーション

1. 成田空港に近い
2. 交通の便が良い
3. 土地が安い

ヤード関係者の国籍：パキスタン、イラン、
スリランカ、台湾、モンゴル、ペルー　等

作業の他に一時保管場所としても使われている

出典：千葉県ヒアリング /佐倉市内業者ヒアリンク

高木だいすけの提言
様々な国の人が集まっている現実を踏まえ、外国人経営者・労働者と
のコミュケーションをはかっていくことが求められる。

佐倉市外国人住民数 平成26年12月末現在
中国：444人、フィリピン：429人、アフガニ
スタン：230人、ペルー：173人、ブラジル：
104人、アメリカ：53人、イギリス：30人、
フランス：6人、ドイツ：3人、その他：768人

↑※統計に出てこない中国

フィリピン

アフガニスタンペルー
↑




